





























では 6 尾、ニジマスでは 7 尾、ヒメマスでは 6 尾で dnd 遺伝子に変異が認められた。さらに、成
熟したヤマメおよびニジマス Founder雄それぞれ 2個体と 4個体を野生型雌個体と交配し、F1世
代を得た。F1世代のうち、dnd遺伝子ヘテロ変異体を探索した結果、ヤマメではそれぞれ 6.8％と












最終試験は平成 28 年 2 月 12 日に行われた。審査委員一同出席の下、講演発表は国内学会にて 6
回、国際学会で 2 回行っていることを確認した。さらに合同セミナーへの出席時間も 60 時間を越
えていることを確認した。学術論文は１編が第一著者として公表済み(Naoto Katayama, Sachi 
Kume, Shoko Hattori-Ihara, Sakiko Sadaie, Makoto Hayashi and Goro Yoshizaki: Germ 
Cell-Specific Excision of loxP-flanked Transgenes in Rainbow Trout Oncorhynchus mykiss. 
Biology of Reproduction (in press))であることを確認した。本論文は英語で書かれているうえ、国
際会議でも口頭発表を行い、英語での質疑応答も無難にこなしていることから、語学についても問
題ないと判断した。また、申請者に対して論文内容についての最終確認のための質疑応答を行い、
その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会(2月 12日)当日の質疑や予備審査
時でのディスカッションを含め十分であると確認した。以上から、申請者について博士論文審査、
最終試験とも合格と判定した。 
